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子

永

梅

平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
お
け
る

「
猿
声
」

「
鹿
鳴
」

の
受
容

一
、
は
じ
め
に

晩
霞
影
軽
、
漫
埋
出
峡
之
猿
叫

晩
霞
影
軽
し
、
漫
り
に
峡
を
出
づ
る
猿
叫
を
埋
む

暁
岡
戸
冷
、
暗
洗
在
林
之
鹿
嶋

暁
岡
戸
冷
し
、
暗
か
に
林
に
在
る
鹿
鳴
を
洗
ふ

（
高
岳
相
知
「
初
冬
於
長
楽
寺
同
賦
落
葉
山
中
路
詩
序
」
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
、
刑
制
）

一
乃
木
蓮
峰
合
雨
暮
、
万
株
松
樹
帯
風
寒

鹿
嶋
猿
叫
孤
雲
惨
、
葉
落
泉
飛
片
月
残

一
桑
の
蓮
峰
雨
を
含
み
て
暮
れ
、
万
株
の
松
樹
風
を
帯
び
て
寒
し

鹿
鳴
き
猿
叫
き
て
孤
雲
惨
み
、
葉
落
ち
泉
飛
ぴ
て
片
月
残
る

（
具
平
親
王
「
秋
声
多
在
山
」
『
類
題
古
詩
』
日

（

1）
 

右
の
漢
詩
文
は
、
秋
の
情
趣
を
詠
む
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
秋
の
物
悲
し
き
を
表
現
す
る
に
際
し
、
猿
の
鳴
き
声
と
鹿
の
鳴
き

声
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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2 

「
猿
声
」
と
「
鹿
嶋
」
は
い
ず
れ
も
古
く
か
ら
中
国
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
素
材
で
あ
り
、
特
に
詩
の
中
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。
「
猿
声
」

（

2）
 

は
、
悲
哀
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
長
江
流
域
の
風
土
を
背
景
に
愁
人
遷
客
の
悲
哀
を
増
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
鹿
鳴
」
は
、

（

3
｝
 

『
詩
経
』
「
小
雅
」
の
鹿
鳴
篇
に
由
来
し
、
君
臣
和
楽
の
場
の
和
や
か
な
雰
囲
気
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
あ
っ
て

は
、
「
猿
声
」
と
「
鹿
嶋
」
と
は
本
来
異
な
る
心
情
を
表
す
表
現
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
唐
の
元
棋
の
「
何
満
子
歌
」
に
、
「
陰
山
鳴
雁

暁
断
レ
行
、
亙
一
峡
哀
猿
夜
呼
ν
伴
。
古
者
諸
侯
饗
ニ
外
賓
一
、
劇
噺
三
奏
陳
二
圭
噴
一
」
｛
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
二
十
こ
と
あ
る
よ
う
に
、

一
首

の
中
で
「
猿
声
」
と
「
鹿
鳴
」
が
同
時
に
詠
ま
れ
る
場
合
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
が
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
冒
頭
の
例
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
日
本
に
お
い
て
は
、
「
猿
声
」
と
「
鹿
鳴
」
は
、
ど
ち
ら
も
秋
と
い
う
季
節
と
関
連
付

け
ら
れ
、
物
悲
し
い
秋
の
悲
哀
の
気
持
ち
を
呼
び
起
こ
す
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い

て
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
「
猿
声
」
と
「
鹿
鳴
」
の
持
つ
季
節
性
を
中
心
に
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
猿
声
」
と

「
鹿
嶋
」
の
受
容
の
様
相
を
考
察
す
る
。

二
、
、
「
猿
声
」

一一l
I
中
国
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
猿
声
」

ま
ず
、
中
国
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
猿
声
」
を
整
理
し
て
み
る
。

猿
の
鳴
き
声
を
詠
む
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
例
は
『
楚
辞
』
に
見
ら
れ
る
。
「
雷
填
填
分
雨
冥
冥
、
抵
叫
欧
歌
令
杭
夜
鳴
。
風
楓
楓
A
7
木

か
か
ル

粛
粛
、
思
ニ
公
子
一
分
徒
離
レ
憂
」

｛
巻
二
～
「
九
歌

山
鬼
」
）
は
、
山
の
女
神
と
人
聞
の
男
性
と
の
恋
物
語
を
背
景
と
す
る
詩
で
あ
り
、
猿

の
鳴
き
声
は
好
き
な
人
に
会
え
な
い
女
神
の
悲
し
さ
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
三
国
時
代
に
な
る
と
、
呉
の
陸
機



の
『
毛
詩
草
木
虫
魚
疏
』
に
猿
声
が
見
ら
れ
る
。
「
猿
、
禰
猿
也
。
楚
人
謂
一
一
之
泳
族
二
老
者
為
一
一
漸
湖
一
。
駿
捷
也
。
到
醐
樹
噺
耐
制
」

（
『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
十
、
獣
部
、
猿
）
と
、
「
猿
戸
」
が
は
っ
き
り
と
「
悲
」
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
声
調
は
哀
切
な

響
き
を
持
つ
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
晋
の
干
宝
撰
の

『
捜
神
記
」
で
は
、
「
臨
川
東
興
、
有
二
人
入

平安時代の漢詩文における「猿声Jr鹿嶋Jの受容

v
山
、
得
一
一
猿
子
一
便
将
レ
帰
。
猿
母
自
レ
後
遂
、
至
レ
家
。
此
人
縛
－
一
猿
子
於
庭
中
樹
上
一
以
一
不
レ
之
。
其
母
便
捧
レ
頬
向
レ
人
、
欲
一
一
哀
乞
一

直
是
口
不
二
能
言
一
耳
。
此
人
既
不
一
一
能
放
↓
寛
撃
二
殺
之
↓
猿
母
悲
喚
、
自
欄
而
死
。
此
人
破
レ
腸
視
レ
之
、
皆
断
裂
失
」
と
、
子
猿
が
殺

（

5）
 

さ
れ
た
こ
と
を
悲
し
む
母
猿
は
、
腸
が
ず
た
ず
た
に
切
れ
て
し
ま
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
故
事
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以

降
は
、
次
第
に
「
猿
声
」
は
堪
え
が
た
い
ほ
ど
つ
ら
く
悲
し
い
思
い
を
表
す
表
現
と
し
て
固
定
化
し
、
「
猿
声
」
の
悲
し
さ
が
「
断
腸
」

で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（6） 

六朝時代までの「猿戸」詩を整理すると、次の表のようにまとめることができる。

秋の 哀 猿声
猿

猿 詩
猿 詩 詩 総
声 数 数 数

全
0 1 1 2 漢

詩

全

0 1 1 6 
国
詩

全
1 6 6 7 S目11. 

詩

全
1 5 8 11 宋

詩

斉
0 1 2 2 

詩

全
3 10 20 30 梁詩

陳
2 5 6 9 

詩

~t 
0 1 1 2 斉

詩

ヰヒ
1 4 5 10 周

詩

8 34 50 79 言十

（
「
猿
詩
」
は
猿
を
詠
む
詩
、
「
猿
声
詩
」
は
「
猿
詩
」
の
う
ち
猿
の
鳴
き
声
を
詠
む
詩
、

と
詠
む
詩
、
「
秋
の
猿
声
」
は
秋
に
鳴
く
と
さ
れ
る
詩
を
指
す
）

「
哀
猿
詩
」
は
「
猿
声
詩
」
の
う
ち
猿
の
声
を
哀
し
い

右
の
表
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
猿
詩
全
体
七
十
九
首
の
う
ち
、
猿
声
詩
は
五
十
首
も
あ
り
、
六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

3 

猿
声
詩
の
う
ち
、

そ
の
声
が
「
悲
・
哀
」
な
ど
の
表
現
に
よ
っ
て
、
哀
し
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
哀
猿
詩
は
三
十
四
首
あ
り
、
猿



4 

声
詩
の
六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
、
六
朝
時
代
に
「
猿
声
」
詩
は
猿
を
詠
む
詩
の
中
心
と
な
り
、
さ
ら
に
「
猿
声
」
は

（

7）
 

悲
哀
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
詩
語
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
猿
戸
詩
が
南
北
朝
の
南
朝
に
集
中
し
、
長
江
流
域
を
活

動
の
中
心
と
す
る
南
朝
の
詩
人
に
愛
用
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
表
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
詩
語
と
し
て
の
猿
声
は
、
本
来
、

季
節
を
問
わ
ず
用
い
ら
れ
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
旅
人
の
孤
独
や
寂
琴
を
表
す
季
節
と
し
て
秋
が
と
り
わ
け
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
か

（

8）
 

ら
、
実
際
に
は
秋
と
の
か
か
わ
り
で
う
た
わ
れ
る
例
が
も
っ
と
も
多
い
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
猿
声
詩
数
全
五
十
例
の
う
ち
、
秋

に
鳴
く
と
さ
れ
る
詩
は
八
例
し
か
な
く
、
殊
更
に
多
い
と
は
言
え
な
い
。

唐
代
に
入
っ
て
も
、
「
猿
声
」
は
六
朝
時
代
に
引
き
続
き
、
悲
哀
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
詩
語
と
し
て
詠
み
継
が
れ
て
い
く
二
方
、
「
旅

雁
忽
叫
レ
月
、
断
猿
寒
暗
レ
秋
」
（
孟
郊
「
雑
曲
歌
辞
車
遥
遥
」
『
全
唐
詩
』
巻
二
十
五
）
や
、
「
猿
時
秋
風
夜
、
雁
飛
明
月
天
」
（
劉
希
夷
「
亙

山
懐
古
」
「
全
唐
詩
』
巻
八
十
二
）
の
よ
う
に
、
猿
と
雁
と
を
対
比
し
、
猿
は
秋
に
鳴
く
も
の
と
す
る
詩
が
見
え
始
め
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
例
は
全
体
か
ら
見
る
と
少
な
く
、
「
巴
人
夜
唱
竹
校
後
、
腸
断
暁
猿
戸
漸
稀
」
（
顧
況
「
雑
曲
歌
辞

竹
校
」
『
金
庫
周
詩
』
巻
二
十
八
）

の
よ
う
に
、
特
定
の
季
節
と
の
結
び
付
き
を
認
め
に
く
い
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
、
六
朝
時
代
と
同
じ
く
、
唐
代
で
も
「
猿
声
」
に
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
季
節
感
は
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
猿

声
」
は
秋
の
景
物
と
し
て
一
般
化
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一一l
H
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
猿
声
」

「
猿
声
」
は
、

日
本
の
漢
詩
人
に
も
愛
好
さ
れ
、
広
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
次
に
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
猿
戸
」
の
具
体

的
な
詠
ま
れ
方
を
追
っ
て
み
る
。



「
猿
声
」
の
用
例
は
、
早
く
『
懐
風
藻
」
に
二
例
が
見
、
え
る
。
「
雲
岸
調
劉
輔
、
霧
浦
樹
同
封

0

・
：
葉
落
山
途
静
、
風
涼
琴
益
徴
」

中

巨
大
島
「
山
斎
」
日
）
で
は
、
「
寒
援
繍
」
は
「
格
声
悲
」
と
対
に
な
っ
て
詠
ま
れ
、
木
の
葉
が
落
ち
る
季
節
の
物
悲
し
き
を
描
写
し
て
い

る
。
「
山
中
猿
吟
断
、
葉
裏
蝉
音
寒
。
贈
別
無
－
一
一
言
語
一
愁
情
幾
万
端
」
（
藤
原
総
前
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
剖
）
で
は
、
新
羅
の
客

平安時代の漢詩文における「猿声J「鹿鳴Jの受容

と
の
離
別
の
悲
し
さ
を
表
す
た
め
に
「
猿
声
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
例
は
、
中
国
の
「
猿
声
」
の
使
用
例
と
同
じ
く
悲
し
さ

を
表
す
も
の
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
で
は
、
二
例
と
も
に
猿
の
鳴
く
季
節
は
秋
と
さ
れ
る
が
、
用
例
は
少
な
く
、

一
般
化
し
た
用
法
で
あ

っ
た
か
は
判
断
で
き
な
い
。

勅
撰
三
集
の
「
猿
声
」
を
見
て
み
る
と
、
「
傍
レ
峰
近
聴
樵
客
唱
、
入
レ
澗
深
開
制
樹
剤
」
（
藤
原
令
緒
「
早
春
途
中
」
『
経
国
集
』
巻
十
て

雑
詠
一
、
問
）
で
は
、
猿
の
鳴
く
季
節
は
春
で
あ
り
、
「
畏
景
西
山
没
、
清
猿
北
蝋
呼
」
（
嵯
峨
天
皇
「
夏
日
臨
泥
大
湖
」
『
文
華
秀
麗
集
』

巻
上
、
遊
覧
、

8
）
で
は
夏
、
「
聴
裏
清
猿
時
二
古
木
一
望
前
寒
雁
雑
一
一
涼
腿
一
」
（
嵯
峨
天
皇
「
秋
日
入
深
山
」
『
凌
雲
集
』
9
）
で
は
秋
、
と

あ
る
よ
う
に
、
猿
の
鳴
く
季
節
は
様
々
で
あ
り
、
特
定
の
季
節
と
の
関
連
づ
け
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
平
安
時
代
中
期
に
は
、
勅
撰
三
集
時
代
の
様
相
を
残
し
つ
つ
も
、
秋
の
風
物
で
あ
る
雁
と
対
に
な
る
例
が
増
え
、
秋
の
イ

メ
l
ジ
と
強
く
結
ぴ
つ
く
よ
う
に
な
る
。

①
意
驚
由
過
雁

意
の
驚
く
こ
と
は
過
ぎ
ゆ
く
雁
に
由
る

腸
断
畳
間
援
腸
の
断
つ
こ
と
は
宣
援
を
聞
か
め
や

h

②
臨
水
館
連
江
雁
翼

（
「
寄
白
菊
四
十
韻
」
『
菅
家
文
草
』
巻
四
、

mm

臨
水
の
館
に
江
雁
の
翼
は
連
な
り

枕
山
楼
入
峡
猿
芦

（
橘
直
幹
「
秋
宿
駅
館
扉
風
」
『
新
撰
朗
詠
集
』
下
、
雑
、
似

枕
山
の
楼
に
峡
猿
の
声
は
入
る

5 



6 

③
三
叫
寒
猿
傾
耳
聴

一
行
斜
雁
払
頭
過

55 

叫
の
寒
猿
耳
を
傾
け
て
聴
く

（
具
平
親
王
「
過
秋
山
」
『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
、
山
水
部
、

一
行
の
斜
雁
頭
を
払
ひ
て
過
ぐ

④
亙
陽
有
月
猿
三
叫

亙
陽
に
月
有
り
て
猿
三
叫

商
嶺
無
雲
雁
一
行

（
源
孝
道
「
晩
秋
遊
弥
勤
寺
上
方
」
同
右
、
仏
事
部
、

69 

商
嶺
に
雲
無
く
し
て
雁
一
行

右
の
平
安
時
代
中
期
の
用
例
は
、
詩
題
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
秋
を
背
景
と
し
て
い
る
。
冒
頭
で
挙
げ
た
二
例
も
同
時
期
の
詩
文
で
あ

り
、
「
猿
声
」
は
雁
と
同
様
に
秋
の
景
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
中
期
に
は
、
、
「
猿
声
」
は
秋
の
景
物
で
あ
る
と
い
う
イ

メ
l
ジ
が
す
で
に
あ
る
程
度
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
、
「
猿
声
」
を
秋
の
景
物
と
す
る
例
は
さ
ら
に
増
え
、
特
に
代
表
的
詩
集
で
あ
る
『
本
朝
無
題
詩
』
で
は
、

「
巴
陽
猿
叫
雲
収
後
、
彰
轟
雁
噺
霧
巻
間
」
（
藤
原
敦
光
「
八
月
十
五
夜
翫
月
」
巻
三
、
月
前
、
川
則
）
、
「
遣
レ
懐
巴
峡
樹
ヨ
川
町
、
送
レ
眼
衡
山
岡

一
行
」
（
藤
原
明
衡
「
暮
秋
即
事
」
巻
五
、
秋
、
抑
）
な
ど
、
猿
は
雁
と
対
に
な
る
例
が
多
く
、
「
猿
声
」
を
詠
む
詩
の
中
で
、
秋
の
景
物
と

し
て
詠
む
例
が
全
二
十
例
の
う
ち
十
六
例
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
平
安
時
代
後
期
に
は
、
「
猿
声
」
の
秋
の
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
広
ま

（

9）
 

一
般
化
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

り
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
猿
声
」
は
、
悲
し
さ
を
表
す
点
で
は
中
国
の
「
猿
声
」
と
同
じ
で
あ
る
。

一
方
、
「
猿
声
」
の
詠
ま
れ
る
季
節
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
、
唐
代
に
雁
と
対
に
な
り
、
秋
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
用
例
が
増
え
た
も
の

の

一
般
化
は
き
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

日
本
で
は
、
平
安
時
代
中
期
以
後
、
雁
と
の
対
比
表
現
が
多
く
見
ら
れ
、
猿
と
秋

と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
っ
て
ゆ
き
、
後
期
に
は
、
「
猿
戸
」
は
物
悲
し
い
秋
の
景
物
と
し
て
定
着
し
た
の
で
あ
る
。



三
、
「
鹿
鳴
」

「
鹿
嶋
」
の
最
も
早
い
例
は
、
『
詩
経
』
「
小
稚
」
の
鹿
鳴
篇
に
見
ら
れ
る
。
鹿
鳴
篇
は
、
君
臣
和
楽
の
饗
宴
の
場
を
詠
う
も
の
で
あ

平安時代の漢詩文における「猿声」「鹿鳴」の受容

り
、
「
助
喝
鹿
嶋
、
食
－
一
野
之
率
一
我
有
二
嘉
賓
一
鼓
レ
慧
吹
レ
笠
。
：
・
助
瑚
刷
出
町
、
食
二
野
之
古
一
我
有
一
一
嘉
賓
一
徳
音
孔
昭
。
：
・
瑚
瑚
劇

嶋
、
食
二
野
之
苓
、
我
有
一
一
嘉
賓
、
鼓
レ
意
鼓
レ
琴
」
と
あ
る
。
「
瑚
瑚
」
と
は
、
多
く
の
鹿
が
鳴
く
声
で
あ
る
。
鹿
が
助
瑚
と
嶋
い
て
、
仲

間
を
呼
ぴ
合
い
、
野
に
集
ま
っ
て
共
に
草
を
食
む
よ
う
に
、
自
分
に
は
嘉
賓
の
訪
れ
が
あ
り
、
そ
こ
で
、
意
を
鼓
し
径
を
吹
か
せ
て
、

精
一
杯
の
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
鹿
が
鳴
い
て
呼
ぶ
対
象
は
仲
間
で
あ
る
。
同
様
に
『
楚

辞
』
の
「
同
音
者
相
和
分
、
同
類
者
相
似
。
飛
鳥
貌
一
一
其
群
一
分
、
鹿
嶋
求
一
一
其
友
一
」
（
巻
十
三
、
七
諌
第
十
三
、
謬
諌
）
に
も
、
鹿
が
鳴
く

の
は
、
友
を
求
め
る
た
め
で
あ
る
と
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
鹿
嶋
」
は
、
後
世
に
広
く
詠
み
継
が
れ
て
い
く
が
、
そ
の
多
く
は
「
詩
経
」

の
鹿
嶋
篇
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
鹿
嶋
篇
の
影

響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
馬
駿
氏
は
注
3
論
文
で
、
「
鹿
嶋
」
は
群
臣
嘉
宴
の
宴
席
で
詠
ま
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
君
臣
と
い
う

縦
の
関
係
を
主
旨
と
す
る
の
が
主
流
で
あ
る
が

一
方
、
蘇
武
が
李
陵
と
の
別
れ
に
際
し
て
贈
っ
た
詩
「
鹿
鳴
思
一
一
野
草
一
可
三
以
喰
一
一
嘉

賓
↓
我
有
一
一
一
一
樽
酒
一
欲
一
ニ
以
贈
二
遠
人
↓
願
子
留
掛
酌
、
叙
一
一
此
平
生
毅
一
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
鹿
鳴
」
の
よ
う

に
、
鹿
鳴
篇
の
縦
の
関
係
と
異
な
り
、
友
人
と
い
う
横
の
関
係
を
表
す
も
の
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
別
れ
に
際
し

て
の
宴
は
「
別
宴
」
と
さ
れ
、
こ
の
詩
は
宴
会
と
い
う
場
を
共
有
す
る
点
に
お
い
て
従
来
の
「
鹿
鳴
」
詩
と
一
致
す
る
も
の
の
、

そ
の

宴
は
終
始
別
離
の
耐
え
難
い
空
気
に
包
ま
れ
る
の
で
『
詩
経
』
の
和
や
か
な
「
歓
宴
」
と
異
な
る
も
の
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

7 

馬
駿
氏
は
、
「
歓
宴
」
と
「
別
宴
」
と
い
う
中
国
に
お
け
る
「
鹿
鳴
」
の
詠
み
方
は
『
懐
風
藻
』
に
も
踏
襲
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い



8 

る
。
長
屋
王
が
新
羅
の
客
を
宴
会
に
招
く
と
い
う
場
で
詠
ま
れ
る
「
嘉
レ
賓
韻
一
一
小
雅
一
設
レ
席
嘉
－
一
大
同
↓
鑑
レ
流
開
－
一
筆
海
一
撃
レ
桂
登

ニ
談
叢
↓
盃
酒
皆
有
レ
月
‘
歌
声
共
逐
レ
風
。
何
事
－
一
専
対
士
一
幸
用
ニ
李
陵
弓
一
」
（
背
奈
行
文
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
〈
賦
得
風
字
〉
」
印
）

は
、
友
好
平
和
の
雰
囲
気
の
中
で
嘉
賓
を
喜
ぴ
迎
え
る
「
歓
宴
」
で
あ
り
、
「
玉
燭
調
ニ
秋
序
一
金
風
扇
守
一
月
障
↓
新
知
未
幾
日
、
送
別
何

依
依
。
山
際
愁
雲
断
、
人
前
楽
緒
稀
。
相
顧
剰
刺
爵
、
相
送
使
人
帰
」
（
万
利
宣
令
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
〈
賦
得
稀
字
V

」
臼
）
は
、

宴
席
の
賑
わ
い
と
喜
ぴ
が
な
い
「
別
宴
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

『
懐
風
藻
』
の
こ
の
こ
例
は
、
長
屋
王
を
君
主
、
新
羅
の
客
を
臣
下
に
な
ぞ
ら
え
て
お
り
、
『
詩
経
』
の
鹿
鳴
篇
と
閉
じ
く
縦
の
関
係

を
示
し
て
い
る
。
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
詠
ま
れ
る
「
鹿
鳴
」
の
用
例
は
少
な
い
が
、
『
詩
経
』
鹿
鳴
篇
を
踏
ま
え
、
君
臣
と
い
う
縦
の

関
係
を
表
す
の
が
主
流
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
性
霊
集
』
に
「
鹿
鳴
」
が
詠
ま
れ
る
詩
が
あ
る
。
「
鶴
響
聞
レ
天
剛
－
一
御
苑
一
鵠
麹
且
敢
幾

将
レ
飛
。
遊
魚
戯
レ
藻
数
呑
レ
鈎
、
劇
樹
一
一
深
草
一
露
需
レ
衣
」
（
「
秋
ト
観
神
泉
苑
」
巻
一
、
2
）
、
こ
の
詩
は
神
泉
苑
に
放
た
れ
た
動
物
を
描
写

（叩）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
の
恩
徳
を
碩
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

き
し
お
キ

ま
た
、
「
本
朝
文
粋
』
に
も
「
愛
洛
水
春
遊
、
昔
日
閣
レ
筆
。
商
楓
秋
宴
、
今
時
巻
レ
鑑
。
劇
瑚
再
停
、
人
心
不
レ
楽
」
（
大
江
朝
綱
「
停

－
一
九
日
宴
｝
十
月
行
詔
」
巻
二
、
詔
、
必
）
、
「
伏
惟
、
皇
帝
陛
下
、
天
経
在
レ
憶
、
人
徳
帰
ν
厚
。
追
ニ
凱
風
一
而
悲
声
未
レ
息
、
望
ニ
詩
月
一
而
憂

色
更
深
。
上
春
鹿
嶋
、
惣
不
レ
欲
ν
聴
。
聖
哀
之
至
、
凡
情
何
堪
」
（
菅
原
文
時
「
請
一
一
正
月
元
日
七
日
節
会
依
レ
旧
不
レ
停
、
十
六
日
踏
歌
依
レ
詔

停
止
、
十
七
日
射
礼
改
レ
月
被
v
行
事
」
巻
四
、
論
奏
、
開
）
の
ニ
例
が
見
ら
れ
る
。
巻
二
の
例
は
、
醍
醐
天
皇
の
崩
御
を
き
っ
か
け
に
二
十

年
以
上
も
廃
止
さ
れ
て
い
た
九
月
九
日
の
菊
の
宴
を
、
こ
の
十
月
に
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
巻
四
の
例
も
宮
廷
行
事
の

宴
会
と
関
わ
り
、
ど
ち
ら
も
宴
会
を
「
鹿
嶋
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
例
は
と
も
に
『
詩
経
』
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。



平
安
時
代
後
期
の
『
本
朝
無
題
詩
』
に
は
、
右
の
例
と
少
し
異
な
る
用
法
が
見
ら
れ
、
「
城
南
勝
趣
与
レ
他
殊
、
詩
句
数
篇
酒
一
査
。

霧
底
鹿
鳴
山
近
緯
、
波
頭
月
泥
氷
平
鋪
」
（
惟
宗
孝
言
「
暮
秋
城
南
別
業
即
事
」
巻
六
、
別
業
、
山
肌
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
藤
原
師
成

（日）

の
城
南
の
別
荘
で
行
っ
た
詩
会
の
時
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
詩
句
数
篇
酒
一
壷
」
と
い
う
句
か
ら
も
推
測
で
き
る
が
、

平安時代の漢詩文における「猿声J「鹿嶋Jの受容

同
じ
詩
会
で
大
江
佐
国
が
詠
ん
だ
仰
番
の
詩
に
「
五
十
徐
年
制
割
刷
、
無
レ
知
－
一
今
日
快
遊
謹
一
」
と
、
「
宴
席
」
と
い
う
語
が
は
っ
き
り

と
詠
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
は
宴
会
も
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
詩
は
、
君
臣
と
い
う
縦
の
関
係
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
が
、
宴
会
を
楽
し
む
と
い
う
点
に
お
い
て
は
『
詩
経
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
蘇
武
の
詩
の
よ
う
に
離
別
の
場
面

で
は
な
い
が
、
友
人
と
い
う
横
の
関
係
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
詩
は
中
国
の
「
鹿
嶋
」
の
二
つ
の
詠
み
方
を
融
合

し
、
新
し
い
表
現
を
と
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
鹿
嶋
」
の
詠
ま
れ
方
は
独
自
に
発
展
し
た
例
も
あ
る
が
、
大
き
く
は
詩
経
を
踏

ま
え
て
い
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
「
鹿
嶋
」
の
用
例
に
お
い
て
傍
点
を
付
し
た
よ
う
に
、
そ
の
多
く
が
秋
を
背
景

と
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
『
新
撰
万
葉
集
』
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
例
と
全
く
発
想
が
異
な
る
例
が
あ
る
。

出
秋
風
に
綻
ぴ
ぬ
ら
し
藤
袴
つ
づ
り
さ
せ
と
て
き
り
ぎ
り
す
鳴
く

筋
商
楓
楓
楓
葉
軽
軽
、
壁
養
流
音
数
処
鳴

へ
き
き
ょ
う
り
ゅ
う
お
ん

商
繍
楓
楓
と
し
て
葉
は
軽
軽
た
り
、
壁
養
の
流
音
は
数
処
に
鳴
く

も
も
た
び
よ

百
般
肇
ぢ
折
る
一
枝
の
情

暁
露
鹿
嶋
花
始
発
、
百
般
磐
折
一
枝
情

暁
露
に
鹿
嶋
花
始
め
て
発
く
、

（
巻
上
、
秋
歌
）

9 

部
番
の
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
鹿
の
鳴
き
声
で
は
な
く
「
鹿
鳴
花
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
和
名
類
家
抄
』
（
元
和
本
）
巻
二
十
「
草



日
一
木
部
」
の
「
鹿
鳴
草
」
条
に
、
「
爾
雅
集
注
云
、
萩
一
名
篇
〈
・
：
新
撰
万
葉
集
等
用
茅
字
：
・
楊
氏
漢
語
抄
又
用
鹿
嶋
草
三
字
・
：
〉
」
と
あ

る
よ
う
に
、
「
鹿
鳴
花
」
と
は
萩
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
「
秋
」
の
「
萩
」
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
詩
の
後
半
二

句
に
つ
い
て
、
『
国
会
図
書
館
本
和
漢
朗
詠
注
』
で
は
、
「
萩
ノ
名
ヲ
パ
、
鹿
鳴
草
ト
云
フ
也
。
鹿
ノ
鳴
ク
比
口
、
始
テ
発
ク
花
ナ
ル
故

（ロ）

也
」
と
注
し
て
い
る
。
萩
は
鹿
の
鳴
く
頃
に
咲
く
の
で
「
鹿
鳴
草
」
と
呼
ぶ
と
い
う
説
明
か
ら
、
鹿
の
鳴
く
季
節
は
萩
の
咲
く
秋
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
詩
に
詠
ま
れ
る
「
鹿
鳴
」
は
、
「
詩
経
』
の
鹿
鳴
篇
と
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
詩
の
中
で
、
な
ぜ
「
鹿
鳴
」
は
秋
の
萩
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
鹿
と
萩
と
言
え
ば
、
す
ぐ
に
思
い
浮
か

ぶ
の
は
和
歌
で
あ
る
。
和
歌
の
中
で
、
鳴
く
鹿
は
古
く
か
ら
歌
表
現
の
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
鳴
く
季
節
は
秋
で
あ

（日）

り
、
秋
の
萩
と
結
び
つ
く
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
は
、
早
く
『
万
葉
集
』
に
多
く
見
ら
れ
、
題
詞
を
「
鹿
嶋
」

｛

M｝
 

あ
る
い
は
「
鳴
鹿
」
と
す
る
歌
だ
け
で
も
、
二
十
一
首
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
萩
」
が
詠
み
込
ま
れ
る
歌
は
そ
の
う
ち
十
一
首
も
あ
り
、

半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
巻
十
「
詠
鹿
鳴
」
と
い
う
題
詞
を
持
つ
一
連
の
歌
（

m
l
m番）
が
あ
る
。

き
雄
鹿
の
妻
と
と
の
ふ
と
鳴
く
声
の
至
ら
む
極
み
な
ぴ
け
萩
原

君
に
恋
ひ
う
ら
ぶ
れ
居
れ
ば
敷
の
野
の
秋
萩
し
の
ぎ
さ
雄
鹿
鳴
く
も

な
ぞ
鹿
の
わ
ぴ
鳴
き
す
な
る
け
だ
し
く
も
秋
野
の
萩
や
繁
く
散
る
ら
む

秋
萩
の
咲
き
た
る
野
辺
の
さ
雄
鹿
は
散
ら
ま
く
惜
し
み
鳴
き
行
く
も
の
を

｛
巻
十
、
秋
の
雑
歌
、
山
番
）

（
同
右
、
山
番
｝

（
同
右
、
山
番
｝

（
同
右
、
加
番
）

こ
れ
ら
の
歌
で
は
、
牡
鹿
は
秋
に
妻
恋
の
た
め
に
鳴
い
て
い
る
。
大
浦
誠
士
氏
が
、
『
万
葉
集
』
に
「
鹿
は
秋
の
景
物
と
し
て
の
固
定
化

が
み
ら
れ
、
・
：
鹿
と
萩
と
の
取
り
合
わ
せ
は
、
萩
を
鹿
の
妻
と
す
る
発
想
と
し
て
も
類
型
化
さ
れ
、
「
妻
呼
ぶ
」
鹿
と
し
て
恋
情
を
掻
き



（

日

）

立
て
る
相
聞
の
歌
こ
と
ぼ
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
万
葉
集
で
は
、
「
鹿
鳴
」
は
一
般
的
に
秋
の
景
物
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
萩
は
鹿
の
妻
で
あ
る
と
い
う
発
想
ま
で
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
で
は
、
題
詞
に
あ
る
「
鹿
鳴
」
と
い
う
言

葉
そ
の
も
の
は
『
詩
経
』
に
よ
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
万
葉
集
』
の
鹿
は
、
妻
を
恋
し
く
思
っ
て
鳴
く
も
の
で
あ
り
、
中
国

平安時代の漢詩文における「猿声」「鹿鳴」の受容

の
詩
文
に
あ
る
よ
う
な
友
を
呼
ぶ
鹿
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
歌
の
内
容
も
、
縦
或
い
は
横
の
関
係
を
表
す
宴
会
の
場
に
詠
ま

れ
る
と
い
う
主
旨
と
は
異
な
っ
て
、
秋
と
い
う
季
節
に
内
妻
恋
の
た
め
に
鳴
く
と
い
う
日
本
独
特
の
詠
み
方
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
馬
駿
氏
が
前
掲
論
文
で
、
「
「
鹿
鳴
」
リ
妻
恋
と
い
う
発
想
は
中
国
に
は
な
い
ら
し
い
。
こ
れ
は
上
代
日
本
人
が

独
自
に
持
つ
に
至
っ
た
も
の
で
、
そ
の
生
成
は
自
然
界
へ
の
観
察
や
農
耕
生
活
の
体
験
に
よ
っ
て
お
の
ず
か
ら
導
か
れ
た
も
の
だ
と
見

て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
鹿
鳴
」
は
、
後
の
和
歌
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
和
歌
に
お
け
る
「
鹿

鳴
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
主
流
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
に
入
っ
て
も
、
こ
う
し
た
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
平
安
時
代
で
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
鳴
鹿
の
こ
ゑ
き
く
時
ぞ
秋
は
か
な
し
き
」

上
、
出
番
、
読
人
不
知
）
の
よ
う
に
、
鹿
の
鳴
く
声
に
よ
っ
て
秋
を
悲
し
く
感
じ
る
と
い
う
万
葉
時
代
に
は
な
か
っ
た
要
素
が
新
た
に
見

（

日

）

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
秋
の
悲
し
き
に
関
し
て
は
、
鈴
木
日
出
男
氏
が
、
悲
秋
は
中
国
詩
の
常
套
的
な
発
想
で
あ
り
、
そ
の
発
想
は
唐

（
巻
四
、
秋
歌

風
謡
歌
時
代
の
勅
撰
三
集
に
多
く
詠
み
込
ま
れ
、
さ
ら
に
『
古
今
和
歌
集
』
で
も
、
秋
と
は
悲
し
い
季
節
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
固
定

（

U
V
 

化
し
た
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
古
今
和
歌
集
』
出
番
の
歌
の
よ
う
に
、
「
鹿
鳴
」
の
詠
ま
れ
る
季
節
は
悲
し
い
秋
で
あ
る
た

め
、
そ
の
悲
し
い
季
節
に
聞
く
「
鹿
鳴
」
も
悲
し
い
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
鹿
の
悲
し
い
響
き
に
よ
っ
て
秋
の
情
緒
も
一
層
増
す
も

の
と
な
る
の
で
あ
る
。

11 

（
叩
四
）

泉
紀
子
氏
も
こ
の
前
番
の
詩
に
つ
い
て
、
表
現
自
体
は
非
常
に
和
歌
的
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
鹿
鳴
」
は
『
詩
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経
』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
く
、
万
葉
時
代
の
妻
恋
の
「
鹿
鳴
」
を
漢
詩
に
導
入
し
、
さ
ら
に
平
安
時
代
の
和
歌
に
定
着
し
た
悲
秋

の
観
念
も
取
り
入
れ
、
そ
れ
ら
を
和
歌
の
漢
訳
で
あ
る
漢
詩
に
融
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

『
新
撰
万
葉
集
』
に
は
「
鹿
嶋
」
を
詠
ん
だ
詩
が
他
に
四
首
見
ら
れ
、

い
ず
れ
も
部
番
と
同
じ
詠
み
方
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

出
奥
山
に
黄
葉
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の
声
聴
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き

山
秋
山
寂
寂
葉
零
零
、
察
鹿
嶋
音
数
処
勝

勝
地
尋
来
遊
宴
処
、
無
朋
無
酒
意
猶
冷

秋
山
は
寂
寂
と
し
で
葉
は
零
零
た
り
、
粟
鹿
の
鳴
く
立
み
た
の
料
品
ゆ

勝
地
に
尋
ね
来
た
り
て
遊
宴
す
る
処
、
朋
無
く
酒
無
く
し
仁
志
紅
ほ
冷
し

間
秋
は
ぎ
の
花
聞
き
に
け
り
高
さ
ご
の
尾
の
へ
に
い
ま
や
鹿
の
鳴
く
ら
む

は

ぎ

か

の

こ

m三
秋
有
蕊
号
芽
花
、
寄
子
鳴
時
此
草
奪
三
秋
蕊
有
り
芽
の
花
と
号
す
、
臨
晴
子
鳴
く
時
此
の
草
奪
れ
り

雨
後
紅
匂
千
度
染
、
風
前
金
色
自
然
多

間
後
の
紅
匂
千
度
染
む
、
風
前
の
金
色
自
然
に
多
し

初
風
さ
む
み
鳴
く
松
虫
の
涙
こ
そ
草
葉
の
上
に
露
を
置
く
ら
め

揃
班
班
風
寒
虫
涙
瀬
、
灼
灼
草
葉
落
色
瀬

処
処
芽
野
鹿
戸
勝
、
林
林
叢
裏
虫
声
繁

ち

も

D
う

斑
班
た
る
風
寒
く
虫
涙
撒
り
、
灼
灼
た
る
草
葉
落
色
蜘
し

は
ぎ

処
処
芽
の
野
に
鹿
声
胎
え
、
林
林
叢
の
裏
虫
声
齢
制
し

闘
う
ち
し
く
に
物
を
思
ふ
か
女
郎
花
世
を
秋
風
の
心
う
け
れ
ば

叩
打
乱
緒
秋
風
収
倦
、
世
緒
女
郎
貌
絶
鶴

芽
野
嶋
鹿
幾
恋
愛
、
林
枝
白
鳥
且
耽
鏡
守

（
巻
上
、
秋
歌
）

（同右）

（
巻
下
、
秋
歌
｝

打
ち
乱
れ
た
る
緒
秋
の
風
収
ま
り
て
僻
む
、
世
緒
の
女
郎
の
親
絶
鏡
な
り

は
ず芽

の
野
に
鳴
く
鹿
幾
か
恋
愛
し
、
林
の
枝
に
口
烏
且
た
耽
鏡
な
り

（
同
右
、
女
郎
歌
）



右
に
挙
げ
た
四
首
も
、

い
ず
れ
も
傍
点
を
付
し
た
よ
う
に
詩
の
背
景
は
物
悲
し
い
秋
で
あ
り
、
萩
と
結
び
つ
く
傾
向
が
強
い
。
山
番
の

詩
に
は
「
遊
宴
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
、
『
詩
経
』
の
「
鹿
鳴
」
が
念
頭
に
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
「
無
朋
無
酒
」
と
あ
る
よ
う

に
、
詩
全
体
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
と
対
に
な
る
和
歌
と
同
じ
く
秋
の
物
悲
し
き
を
強
調
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
叩
番
に
あ
る
「
恋
愛
」

平安時代の漢詩文における f猿戸」「鹿嶋Jの受容

と
い
う
言
葉
か
ら
も
、
『
新
撰
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
鹿
嶋
」
は
、
万
葉
時
代
の
「
鹿
嶋
」
に
、
悲
秋
の
観
念
が
加
わ
っ
た
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
お
い
て
は
、
『
新
撰
万
葉
集
』
以
外
の
用
例
は
、
『
詩
経
』
の
鹿
鳴
篇
を
踏
ま
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
全
体
で
は
、
悲
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
強
く
な
い
が
、
和
歌
の
影
響
を
受
け
た
た
め
か
、
秋
を
背
景
と
す
る
詩
が
多

し、。

一
方
、
「
新
撰
万
葉
集
』
に
あ
る
「
鹿
鳴
」
を
詠
ん
だ
詩
は
、
和
歌
の
漢
訳
で
あ
る
た
め
、
和
歌
の
影
響
を
強
く
受
け
、
「
鹿
嶋
」

は
物
悲
し
い
秋
に
妻
を
呼
ぶ
た
め
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
で
は
、
「
鹿
嶋
」
の
詠

ま
れ
る
漢
詩
文
に
は
、
秋
と
い
う
季
節
が
強
〈
感
じ
ら
れ
る
。
官
頭
で
挙
げ
た
「
鹿
鳴
」
の
詠
ま
れ
る
二
例
も
、
こ
う
し
た
こ
と
を
背

景
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

回
、
お
わ
り
に

平
安
時
代
の
文
学
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
悲
秋
の
観
念
は
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
受
容
さ
れ
る
「
猿
声
」

と
「
鹿
鳴
」
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
「
猿
声
」
と
「
鹿
嶋
」
は
、
と
も
に
動
物
の
鳴
き
声
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
も
の
の
、

中
国
に
お
い
て
は
本
来
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
季
節
感
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

13 

平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
お
い
て
は
、
秋
の
景
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
冒
頭
で
挙
げ
た
作
品
に
あ
る
よ
う
に
、
物
悲
し
い
秋
に
聞
く
悲
し
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い
鳴
き
声
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
文
学
に
あ
る
悲
秋
の
観
念
が
導
入
さ
れ
、
平
安
時
代
に
固
定
化
し
て
い
っ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
猿
声
」
と
「
鹿
鳴
」
の
持
つ
季
節
感
に
対
す
る
考
察
は
、
中
国
の
詩
文
を
受
容
す
る

際
に
独
自
の
表
現
を
生
み
出
し
た
平
安
時
代
の
漢
詩
文
の
方
法
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

注
（

1
）
 

相
如
の
詩
序
の
題
に
は
「
初
冬
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
晩
秋
の
景
物
が
中
心
的
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は

こ
の
例
を
秋
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
す
る
。

（2
）
松
浦
友
久
「
「
猿
声
」
考
」
（
『
詩
語
の
諸
相
！
l
唐
詩
ノ
！
ト
｜
｜
』
研
文
出
版
、
一
九
八
一
年
）
、
「
「
猿
の
声
」
と
「
鹿
の
声
」
」
（
『
『
万

葉
集
』
と
い
う
名
の
双
関
語
t
｜
日
中
詩
学
ノ
l
ト
｜
｜
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
年
）

（3
）
馬
駿
「
漢
籍
と
の
比
較
か
ら
見
た
「
鹿
嶋
」
の
歌
ー
ー
そ
の
巻
頭
性
と
表
現
性
を
中
心
に

l
i」
（
『
北
海
道
大
学
国
語
国
文
研
究
』
第

一
O
五
号
、
一
九
九
七
年
〉

（
4
）
『
集
韻
』
で
は
、
「
媛
、
説
文
、
普
援
、
愚
層
、
或
作
猿
・
猿
」
と
記
さ
れ
、
「
猿
」
と
「
猿
」
は
同
類
と
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、

「
猿
」
を
「
猿
」
と
し
て
扱
う
。

（5
）
劉
宋
・
劉
義
慶
撰
『
世
説
新
語
』
「
瓢
免
第
二
十
八
」
に
も
類
話
が
あ
る
。

（6
）
全
漢
・
全
三
国
・
全
普
・
全
宋
・
斉
・
陳
・
北
斉
・
北
周
詩
は
松
浦
崇
編
各
索
引
（
権
歌
書
房
、
福
岡
大
学
中
国
文
学
会
）
に
よ
る
。

全
梁
詩
は
森
野
繁
夫
校
閲
・
佐
藤
利
行
等
編
『
全
梁
詩
索
引
』
（
白
帝
社
、
ニ

0
0
0年
｝
に
よ
る
。

（7
）

注
2
で
挙
げ
た
松
浦
氏
の
「
「
猿
声
」
考
」
に
お
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
喝

（8
）
松
浦
友
久
「
秋
の
猿
」
｛
『
中
国
文
学
歳
時
記
秋
下
』
黒
川
洋
一
ほ
か
編
集
、
阿
辻
哲
次
ほ
か
執
筆
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）

（9
）
平
安
時
代
に
お
い
て
、
猿
と
雁
と
の
対
比
が
常
識
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
氏
の
「
「
訓
み
」
の
て
二
に
つ
い
て
」

（
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
補
篇
』
塙
書
房
、
二

O
O二
年
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
叩
）
小
西
甚
一
「
空
海
の
詩
文
」
｛
「
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
巻
十
号
、
一
九
七
三
年
）
、
渡
漣
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
校
注
『
性
霊
集
』
（
『
日



平安時代の漢詩文における「猿声」「鹿嶋Jの受容

本
古
典
文
学
大
系
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）

（
日
）
佐
藤
道
生
「
大
江
佐
園
、
花
を
愛
し
蝶
と
な
る
こ
と
｜
｜
佐
国
伝
の
考
察

l
i」
｛
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二

0
0一
二
年
、
初
出
『
国
語
と
国
文
学
』
第
六
十
八
巻
、
第
十
一
号
、
一
九
九
一
年
）

（
臼
）
伊
藤
正
義
・
巣
田
彰
編
著
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
第
二
巻
上
（
大
学
堂
書
店
、
一
九
九
四
年
）

（
日
）
小
池
一
行
（
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
「
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
、
片
桐
洋
一
（
『
歌
枕
歌
こ
と
ば

辞
典
増
訂
版
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）
、
田
中
喜
美
春
（
秋
山
慶
編
『
王
朝
語
辞
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二

0
0
0年
）
な
ど
の

指
摘
が
あ
る
。

（H
）
巻
八
「
秋
の
雑
歌
」
聞
・
雌
・
側
、
巻
九
「
雑
歌
」

m
・
問
、
巻
十
「
秋
の
雑
歌
」

m
l
m

（
日
）
『
万
葉
こ
と
ば
事
典
』
大
和
書
一
房
一
、
ニ

O
O
一
年

（
日
）
片
桐
洋
一
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
増
訂
版
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）

（
臼
）
『
古
代
和
歌
史
論
』
第
二
篇
第
三
章
「
悲
愁
の
詩
歌
｜
｜
漢
詩
と
和
歌
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
O
年）

（
四
）
泉
紀
子
「
新
撰
万
葉
集
の
「
和
」
と
「
漢
」
｜
｜
晩
露
鹿
鳴
花
始
発

i
1」
（
『
大
阪
女
子
大
学
百
舌
烏
国
文
』
第
六
号
、
一
九
八
六
年
）

引
用
テ
キ
ス
ト

「
楚
辞
集
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
／
『
捜
神
記
』
台
北
世
界
書
局
／
『
毛
詩
正
義
』
（
『
十
三
経
注
疏
附
校
勘
記
』
所
収
）
中
文
出
版
社
／
『
文
選
』

『
全
唐
詩
』
中
華
書
局
／
『
太
平
御
覧
』
台
湾
商
務
印
書
館
／
『
懐
風
藻
』
「
文
事
秀
麗
集
』
『
性
霊
集
』
『
菅
家
文
草
』
日
本
古
典
文
学
大
系
、

岩
波
書
店
／
『
凌
雲
集
』
『
経
国
集
』
（
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
所
収
）
塙
書
房
一
／
『
新
撰
万
葉
集
』
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
）

角
川
書
店
／
『
本
朝
麗
藻
筒
注
』
本
朝
麗
藻
を
読
む
会
、
勉
誠
社
／
『
類
題
古
詩
本
文
と
索
引
』
本
間
洋
一
、
新
典
社
／
『
万
葉
集
』
『
古
今
和

歌
集
』
「
本
朝
文
粋
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
／
『
新
撰
朗
詠
集
校
本
と
総
索
引
』
川
村
晃
生
・
佐
藤
道
生
、
三
弥
井
書
店
／

『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
本
間
洋
て
新
典
社

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）

15 



论文提要

平安时代汉诗文中“猿声”“鹿鸣”的接受

16 

于永梅

“猿声”与“鹿鸣”自古以来就是中国文学中的重要题材。“猿声’p 多

用来表达长江流域愁人迁客的悲哀情绪，“鹿鸣”则来源于《诗经·小雅·鹿
鸣》，多用来烘托君臣锺宴场面的和睦气氛。“猿声”与“鹿鸣”除了都是

描写动物鸣叫的词语之外，并没有其他的类似之处。而在日本的平安时代，
二者却都多出现于描写秋天景物的诗文中，并都带有悲哀的意义。本文将
围绕这一特征，来考察“猿声”与“鹿鸣”在平安时代汉诗文中是如何被
接受的。

在平安时代汉诗文中，“猿声”一词的使用频率很高。在作为表达悲哀
之情的用法上与中国的“猿声”相同。但是，在中国“猿声”并没有被作
为某一特定季节的景物来描写，而在平安时代“猿声”却逐渐与秋天有了
密切的联系，最终成为一种典型的秋景之一。与“猿声”相比，平安时代
汉诗文中“鹿鸣”的用例却不多，除一部分源自《诗经》外，还有一部分

与《诗经》无关。与《诗经》无关的“鹿鸣”，几乎都出现在《新撰万叶集》
的诗中，而且受到《万叶集》和歌中雄鹿在秋天悲切呼唤妻子的观念的影
响，也都带有悲哀的情调。这样一来，在平安时代汉诗文中，“猿声”与“鹿

鸣”都逐渐成为秋天景物的象征，并都带有了悲哀的意义。
通过对“猿声”与“鹿鸣”这两个词的考察，可以了解到平安时代汉

诗文在接受中国诗文的表现时，既吸取了中国固有的用法，又具有其独特
的一面。

关键词：平安时代汉诗文、猿声、鹿鸣、悲秋


